
例１；段の数と周りの長さ（変わり方）
段の数(だん) １ ２ ３ ４

周りの長さ(cm) ４ ８ 12 16

作業的・形式的に表を埋め、解を求めて終わりではなく、「この場合･･、なぜ４ず

つ増えていくのだろうか」と疑問を抱かせ、変化のきまりの背景を探ろうとさせる。

上図のように、数える辺を移動させると、４ずつ増える理由が目に見える。

例２；１＋３＋５＋７＋･･･の和と、かけ算（計算の工夫）

① １＋３＋５＋７＋９＝５×５ ② １＋３＋５＋７＋９＝（１＋９）×５÷２

規則正しく並んでいるたし算は、かけ算で求めることができると認識させる。

例３；１㎥＝１００００００㎤（単位変換と量感）

１００㎝×１００㎝×１００㎝ ＝ １００００００㎤

（変換する基本の単位に直す）

量感を養うため、多様な形に変化させる。
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･･･ この活動が楽しい。
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１㎥の立方体の中に、１辺が１㎝のサ

イコロ（立方体）が 100 万個入っている。

100万個のサイコロを１列に並べると、

どこまで？ １００万㎝ → １０㎞

Ａ町 Ｂ町えっ、１０ｋｍも！
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